


月

15
日
　

平成４年
（１９９２）平成５年

（１９９3） 城
西
国
際
大
学
年
表

平
成
４
年（
１
９
９
２
）４
月
〜
平
成
８
年（
１
９
９
６
）３
月

４
月

７
〜
８
日
　

11
平成７年
（１９９5）

４

２
月
14
日

将
棋
の
羽
生
善
治
が
史
上
初
７
冠
独
占

　
第
２
期
生
入
学
式

第
１
回

Ｊ
Ｉ
Ｕ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
１
期
生
入
学
式

12
日

月

４
日

10

　
Ｄ
棟
・
Ｅ
棟
竣
工

月

13
日11

月

１
日

９
月
12
日

毛
利
衛
さ
ん
宇
宙
へ

６
月
９
日

皇
太
子
結
婚
の
儀

10
月
15
日

マ
ン
デ
ラ
氏
ら
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

６
月
27
日

松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

10
月
13
日

大
江
健
三
郎
氏
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

１
月
17
日

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生

３
月
20
日

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

７
月
26
日

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
開
幕

月

３
日

4

第
４
期
生
入
学
式

平成８年
（１９９6）

月

17
日

3

第
１
期
生
学
位
記
授
与
式

平成6年
（１９９４）

月

29
日
　

3
月

６
日

開
学
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成

4

第
３
期
生
入
学
式

第
２
期
工
事
地
鎮
祭

　
　
　
Ｆ
棟・Ｇ
１
棟・Ｇ
２
棟・第
１
食
堂
増
築

月

２
〜
３
日
　

12

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
蘇
我
便
）運
行
開
始

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　
　「
公
共
空
間
と
私
的
空
間
」

23

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、１
９
６
５

年
に
創
立
さ
れ
、２
０
１
５
年
に
開
学

50
年
を
迎
え
た
。

　

創
立
者
の
水
田
三
喜
男
先
生
は
、

戦
後
復
興
に
全
力
を
注
ぎ
、日
本
の

飛
躍
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
努
め

た
。政
治
家
と
し
て
、自
由
民
主
党
政

務
調
査
会
長
と
し
て
、義
務
教
育
費

の
国
庫
負
担
、私
学
助
成
等
に
尽
力

し
、教
育
振
興
に
情
熱
を
傾
け
て
き

た
。ま
た
、通
産
大
臣
、大
蔵
大
臣
な

ど
の
経
済
閣
僚
を
幾
度
も
つ
と
め
、財

政・経
済
通
と
し
て
知
ら
れ
、国
際
収

支
の
悪
化
、経
済
不
況
や
為
替
相
場

の
変
動
な
ど
日
本
経
済
に
難
題
が
降

り
か
か
る
た
び
に
、水
田
先
生
の
判
断

が
頼
り
に
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
水
田
先
生
が
掲
げ
た
「
学
問

に
よ
る
人
間
形
成
」の
建
学
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、１
９
９
２
年
に
創
設
さ

れ
た
の
が
城
西
国
際
大
学（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）

で
あ
る
。２
０
２
２
年
に
は
開
学
30
年

を
迎
え
る
。そ
れ
に
合
わ
せ
、地
域
に

根
ざ
し
た
国
際
的
な
総
合
大
学
と
し

て
発
展
を
遂
げ
ている
城
西
国
際
大
学

（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）の
歩
み
と
動
き
を
様
々
な

面
か
ら
追
い
た
い
。

　

今
回
号
か
ら
30
年
を
節
目
ご
と
に

分
け
て
紹
介
す
る「
通
史
」に
加
え
、

テ
ー
マ
ご
と
に
そ
の
歩
み
と
歴
史
を
た

どっ
た「
歩
み
―
―
Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
今
回
は
「
運
動

部
：
前
編
」を
見
て
いこ
う
。

（
➡ 

６
〜
11
頁
）

テ
ー
マ
個
々
を
別
項
で

今
号
よ
り「
通
史
」「
分
野
別
」の
２
本
立
て

第２回 最初の卒業式を迎える

テーマごとの歴史をたどる〝歩み——ＪＩＵ往来〟もスタート

チアリーディングで新入生を
歓迎＝第４期生入学式で

第 2期生入学式

第 1回 JIUフェスティバル

第１期生学位記授与式

国際シンポジウム
「公的空間と私的空間」

Ｄ
棟
工
事

第
１
期
生
入
学
式
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第１回 JIUフェスティバル

　
「
開
学
予
定
の
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
４
月
ま
で
に
は

絶
対
に
工
事
を
間
に
合
わ
せ
た
い
」
と
の
意
気
込
み
が
、
城

西
国
際
大
学
・
東
金
市
は
じ
め
地
元
関
係
者
の
間
に
強
く
感

じ
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
金
線
求
名
駅
近
く
の
約
６
万
６
０
０
０

平
方
㍍
（
２
万
坪
）
の
土
地
に
、
校
舎
３
棟
（
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
、

Ｃ
棟
）
と
体
育
館
、
食
堂
が
開
学
直
前
に
完
成
し
た
。
図
書

館
も
校
舎
に
内
設
さ
れ
た
。
途
中
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
、

教
員
採
用
な
ど
「
重
責
」
を
任
さ
れ
た
人
物
が
、
突
然
辞
任

す
る
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
開
学

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
門
」

を
、
経
営
情
報
学

部 

経
営
情
報
学
科

（
入
学
定
員
１
８
０

名
）
と
人
文
学
部 

国
際
文
化
学
科（
入

学
定
員
１
８
０
名
）

の
学
生
１
期
生
計

４
３
３
人
が
初
め

て
く
ぐ
っ
た
。
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ほ
と
ば
し
っ
た
。
あ
ち
こ

ち
に
運
動
、
文
化
の
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
と
い
う
有
志
の
参

加
を
呼
び
か
け
る
声
が
響
い
た
。
11
月
に
は
「
第
１
回
Ｊ
Ｉ

Ｕ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

１
９
９
２  

１
st 

出
発
」
が
開
か
れ
た
。

１
年
生
だ
け
の
パ
ワ
ー
で
開
催
し
た
。

	

職
員
全
員〝
な
ん
で
も
屋
〟で
事
務
処
理

　

当
時
、
こ
う
し
た
大
学
運
営
を
支
え
た
職
員
は
約
20
人
。

大
学
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
横
に
あ
る
Ａ
棟
１
階
が
事
務
所
で
、

こ
こ
に
学
事
課
・
学
生
課
・
総
務
課
・
入
試
課
・
経
理
課
な

ど
が
入
っ
た
。
学
部
ご
と
の
事
務
室
は
な
く
、
５
人
ほ
ど
の

学
事
課
の
職
員
が
、
学
生
に
対
応
し
て
い
た
。
学
生
課
な
ど

の
課
で
は
、
課
長
と
部
下
職
員
合
わ
せ
て
も
２
～
３
人
と
い

う
小
世
帯
だ
っ
た
。
職
員
数
が
も
と
も
と
少
な
く
、全
員
が〝
な

ん
で
も
屋
〟
と
し
て
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
事
務
処
理
し
た
。

肥
田
益
次
事
務
局
長
も
同
じ
フ
ロ
ア
で
机
を
並
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
Ａ
棟
２
階
に
は
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
こ
こ

で
成
績
表
や
学
生
証
な
ど
証
明
書
類
を
一
括
し
て
作
成
し
て

い
た
。
あ
と
は
図
書
館
に
３
～
４
人
の
職
員
、
パ
ー
ト
職
が

い
た
だ
け
だ
っ
た
。
開
学
当
初
か
ら
、
一
般
試
験
で
入
学
し

て
き
た
留
学
生
も
目
立
っ
た
。
ゴ
ミ
出
し
な
ど
日
本
の
生
活

来
賓
ら
見
守
る
な
か
第一期
３
９
７
名
が
巣
立
ち

最
初
の
卒
業
式
を
迎
え
る

第2回

■ 

第
一
期
卒
業
生
３
９
７
名
が
巣
立
つ

■ １年生パワーで  　  第１回ＪＩＵフェス開催
ン
パ
ス
、外
周
は
武
蔵
野
の
雑
木
林
の
よ
う
に
」と
い
う
設
計
・

建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

95
年
12
月
、
人
文
学
部
に
「
福
祉
文
化
学
科
」、「
国
際
交

流
学
科
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
福
祉
文
化
学
科
」

は
、
現
在
の
福
祉
総
合
学
部
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

る
た
め
、
取
り
壊
さ
れ
る
が
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
い

ま
も
「
Ｅ
棟
」
は
欠
番
に
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
棟
、
Ｅ
棟
の
竣

工
に
続
き
、
１
９
９
５
年
４
月
、
Ｆ
棟
、
Ｇ
１
棟
、
Ｇ
２
棟

建
設
・
第
一
食
堂
増
築
工
事
が
始
ま
っ
た
。
新
棟
に
は
教
室
、

研
究
室
や
学
生
ホ
ー
ル
な
ど
が
入
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
が
進
む
中
で
も
「
緑
あ
ふ
れ
る
キ
ャ

　

そ
し
て
96
年
（
平
成
８
年
）
３
月
17
日
、
第
一
期
生
学
位

記
授
与
式
が
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。初
め
て
の
卒
業
式
で
あ
る
。

　

舞
台
の
壇
上
に
並
ん
だ
多
く
の
来
賓
ら
が
見
守
る
中
、
経

営
情
報
学
部
・
経
営
情
報
学
科
の
２
０
８
人
、
人
文
学
部
・

国
際
文
化
学
科
の
１
８
９
人
、
２
学
部
２
学
科
の
計
３
９
７

名
の
学
生
が
初
め
て
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
社
会
に
、
大
学

院
へ
と
巣
立
っ
た
。

　

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ピ
ア
ノ
池
の
ほ
と
り
に
水
田
清
子
・

名
誉
理
事
長
が
、
第
一
期
生
の
卒
業
に
添
え
た
句
が
碑
に
刻

ま
れ
て
い
る
。

	

水
田
清
子
句
碑
よ
り

	

夢
あ
ま
た

		


飛
び
翔
つ
さ
ま
に

			




　
　

花
辛
夷

第一期生入学式

5

ス
タ
イ
ル
を
知
ら
な
い
留
学
生
も
お
り
、
多
く
の
職
員
が
そ

の
居
住
先
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
ま
で
整
理
・
清
掃
に
出
向
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
Ｂ
棟
の
大
教
室
で
は
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
学
生
、
教
職
員
の
ほ
か

地
元
の
方
々
の
参
加
も
目
立
っ
た
。
１
９
９
４
年
12
月
に
は

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
共
空
間
と
私
的
空
間
―
―
新
た
な

る
都
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て
」
を
開
催
。
ス
ペ
イ
ン
の
建

築
家
や
当
時
、
京
大
助
教
授
だ
っ
た
浅
田
彰
氏
、
東
金
キ
ャ

ン
パ
ス
の
設
計
を
担
当
し
た
大
田
建
築
設
計
研
究
所
の
大
田

純
穂
所
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
。

	

キ
ャン
パス
整
備
進
む

　

や
が
て
、
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
。
毎
年
、
新
１
年

生
が
入
っ
て
く
る
。
開
学
翌
年
、
Ｄ
棟
、
Ｅ
棟
が
竣
工
。
Ｅ

棟
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
で
、
運
動
部
の
部
室
用
に
つ

く
ら
れ
た
。
の
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

最
初
の
卒
業
生
の
門
出
を
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
祝
っ
た

＝
第
一
期
生
学
位
記
授
与
式
当
日
の
様
子

水田清子句碑

新棟建設・増築工事

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
公
共
空
間
と
私
的
空

間
」に
登
壇
し
た
浅
田
彰
氏

大
田
純
穂
氏（
右
）＝
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
公
共
空
間
と
私
的
空
間
」で



67

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

前編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の

　

女
子
駅
伝
部
が
、
す
で
に
活
動
し
て
い
た
陸
上
競
技
部
に
内
設
さ
れ
た
の

は
２
０
０
１
年
。
前
年
の
秋
に
大
塚
正
美
氏
が
城
西
国
際
大
学
の
教
員
に

な
り
、
長
距
離
走
の
女
子
選
手
の
監
督
と
な
っ
た
。
当
時
、
陸
上
競
技
部

に
は
男
女
10
人
ほ
ど
の
部
員
が
い
た
。「
新
た
に
女
子
駅
伝
部
を
創
部
す
る

こ
と
は
、
学
内
の
手
続
き
上
、
難
し
い
面
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　

大
塚
氏
は
、
茨
城
県
立
水
戸
工
業
高
校
時
代
、
１
年
生
で
国
体
の
３
０
０
０
㍍
走
で

優
勝
す
る
な
ど
活
躍
し
、
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
も
２
回
出
場
。
１
９
７
８
年
に
日
本

体
育
大
学
に
入
学
。
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
、
す

べ
て
区
間
賞
を
獲
得
し
た
。
１
年
の
時
に
走
っ
た
８
区
で
区
間
新
記
録
、
４
年
の
時
は
２

区
で
区
間
新
記
録
を
樹
立
、
こ
の
記
録
は
そ
れ
ぞ
れ
15
年
間
、
13
年
間
も
破
ら
れ
な
か

っ
た
、
と
い
う
名
ラ
ン
ナ
ー
。
そ
の
指
導
者

の
も
と
に
２
０
０
１
年
春
に
は
、
全
国
か
ら

８
人
が
入
部
し
て
き
た
（
表
１
に
名
簿
）。

　

そ
し
て
、
02
年
に
は
、
早
く
も
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
略

称
・
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
）
に
初
出
場

す
る
（
表
２
に
メ
ン
バ
ー
表
）。
現
在
は
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
、『
杜も

り

の
都み

や
こ

駅え
き

伝で
ん

』
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、第
１
回
（
１
９
８
３

年
）
大
会
か
ら
第
22
回
（
２
０
０
４
年
）

大
会
ま
で
は
大
阪
市
が
開
催
地
だ
っ
た
。

　

城
西
国
際
大
学
の
出
場
メ
ン
バ
ー
の
半
分
を
占
め

る
３
人
の
２
年
生
は
、
女
子
駅
伝
部
の
１
期
生
だ
。

大
塚
監
督
の
も
と
、
こ
の
初
出
場
か
ら
11
年
ま
で

全
日
本
大
学
駅
伝
に
10
回
連
続
出
場
を
果
た
す
。

　
「
仙
台
への
切
符
」
が
か
か
る
関
東
大
学
女
子
駅

伝
対
校
選
手
権
は
、
現
在
、
千
葉
県
内
の
コ
ー
ス
で

開
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
東
京
の
国
立
競
技
場
・

神
宮
外
苑
の
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
。
城
西

国
際
大
学
の
女
子
駅
伝
部
が
全
日
本
大
学
駅
伝
大

学
女
子
駅
伝
に
初
出
場
し
た
こ
ろ
は
、
姉
妹
校
の

城
西
大
学
が
実
力
上
の
「
先
輩
格
」
で
、
国
立
競

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
が
設
立
さ
れ
た
１
９
９
２
年
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
早
く
も
創
部
さ
れ

た
。
入
学
式
が
終
わ
り
、
そ
の
数
日
後
に
文
化
部
・
運
動
部
や
サ
ー
ク
ル
の
結
成
・
参
加
を
希
望

す
る
新
入
生
を
対
象
に
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
大
学
側
が
開
い
た
。
大
教
室
が
ほ
ぼ
いっ
ぱ
い

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
顔
合
わ
せ
や
有
志
に
よ
る
キ
ャ
ン
パス
内
の
勧
誘
ブ
ー
ス
効
果
で
サ
ッ
カ
ー
志
望

の
学
生
が
集
ま
っ
た
。
11
人
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
が
、
初
練
習
に
来
た
の
は
、
５
人
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

練
習
は
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
約
２
時
間
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ラ
ク
ロ
ス
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
と
共

同
使
用
だ
っ
た
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
な
く
、
部
員
の
自
動
車
を
何
台
も
グ
ラ
ン
ド
に
横
付
け
し
、

そ
の
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
の
明
か
り
を
頼
り
に
練
習
し
た
。
指
導
者
も
お
ら
ず
、
練
習
方
法
も
部
員
た

ち
が
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
た
。
試
合
用
の
ユニフ
ォ
ー
ム
も
な
く
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
店
か
ら
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
譲
り
受
け
て
、
ワ
ッペン
と
背
番
号
を
つ
け
た
。

　

初
心
者
も
お
り
、
ル
ー
ル
も
わ
か
ら
ず
、
ス
ロ
ー
イ
ン
、
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
に
登
録
。
93
年
、
初
め
て
の
公
式
戦
「
千
葉
県
大
学
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
、
千
葉
工
大
に
０
対
７
で
負
け
た
。
監
督
や
指
導
者
は
ま
だ
い
な

か
っ
た
が
、
部
員
数
は
20
〜
30
人
と
増
え
、
96
年
に
は
２
部
で
優
勝
し
、
１
部
に
昇
格
し
た
。
そ

の
後
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
２
部
降
格
、
１
部
昇
格
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
０
年
７
月
。
学
校
法
人
創
立
45
周
年
を
記
念
し
た
、
格
上
の
城

西
大
学
と
の
交
流
試
合
だ
っ
た
。
１
対
８
と
大
敗
を
喫
し
、「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
サ
ッ
カ
ー
部
の
強
化
を
」
と

の
声
が
高
ま
っ
た
。
11
年
４
月
、
小
山
哲
司
氏
が
監
督
に
就
任
。
部
に
と
って
待
望
の
指
導
者
で

　城西国際大学の東金キャンパスで第1期生入学式が挙行された
のは１９９２年４月15日。校舎３棟（Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟）と体育館、食
堂、図書館――開学に必要な最低限の施設・設備しかなかった。
　それでも入学した若い学生は「野球がしたい」「サッカーがした
い」「思い切り走りたい」……と集まり、スポーツ同好会、運動部、
サークルが次々と生まれた。そのエネルギーはいまも引き継がれ、
全国大会に出場する選手が顔を揃える。そしてプロの世界や実業
団に飛び込み、活躍する卒業生も多く、「ＪＩＵスポーツの地平線」
は広がっている。

再び〝全国の常連〟へ

理
論
家
監
督
の
も
と
チ
ー
ム
強
化

プロへ、世界へ
広がる地平線

ＪＩＵスポーツのスタートと発展

鈴木　香織 千葉県立東金商業高校

白石　美穂 千葉県立銚子高校

渡辺　友恵 私立山形城北高校

清水　由香 山梨県立韮崎高校

中沢　恵美 山梨県立韮崎高校

松本　理恵 福島県立田村高校

鈴木　晶子 愛知県立豊川工業高校

岡原　友紀 香川県立高松商業高校

1

2

3

4

5

6

7

8

名　前 出身高校
渡辺　友恵（2） 私立山形城北高校

富永　杏子（1） 神奈川県立麻生高校

依田　緩奈（1） 私立東海大第三高校

白石　美穂（2） 千葉県立銚子高校

千葉　祐子（1） 私立札幌静修高校

鈴木　香織（2） 千葉県立東金商業高校

1区

2区

3区

4区

5区

6区

名　前（学年） 出身高校

［表１］一期生名簿

鈴木　香織 千葉県立東金商業高校

白石　美穂 千葉県立銚子高校

渡辺　友恵 私立山形城北高校

清水　由香 山梨県立韮崎高校

中沢　恵美 山梨県立韮崎高校

松本　理恵 福島県立田村高校

鈴木　晶子 愛知県立豊川工業高校

岡原　友紀 香川県立高松商業高校

1

2

3

4

5

6

7

8

名　前 出身高校
渡辺　友恵（2） 私立山形城北高校

富永　杏子（1） 神奈川県立麻生高校

依田　緩奈（1） 私立東海大第三高校

白石　美穂（2） 千葉県立銚子高校

千葉　祐子（1） 私立札幌静修高校

鈴木　香織（2） 千葉県立東金商業高校

1区

2区

3区

4区

5区

6区

名　前（学年） 出身高校

［表２］２００２年の全国初出場チームのメンバー（15位）

技
場
・
神
宮
外
苑
の
周
回
コ
ー
ス
で
１
周
抜
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
で
初
め
て
女
子
選

手
を
指
導
し
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」。
当
時
の
城
西
大
学
の
女
子
駅
伝
部
の
監
督
は
鈴

木
尚
人
氏
。
日
本
体
育
大
学
の
後
輩
で
、
指
導
法
に
つい
て
話
を
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
も
。

　

強
化
策
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。「
Ｊ
Ｕ
と
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
両
校
の
女
子
駅
伝
部
が
全
国
大
会
で
上

位
を
競
う
姿
を
毎
年
、
見
た
い
」
と
い
う
学
内
の
声
に
応
え
、
03
年
、い
ま
の
選
手
寮
が
出
来
た
。

こ
の
甲
斐
が
あ
り
、
04
年
に
は
全
日
本
大
学
駅
伝
全
国
大
会
で
６
位
と
な
り
、
初
の
シ
ー
ド
権

を
獲
得
。
05
年
に
は
３
位
に
な
っ
た
。
部
員
も
25
人
ほ
ど
に
増
え
た
。

　

し
か
し
、
01
年
か
ら
11
年
ま
で
監
督
を
務
め
た
大
塚
氏
は
、
一
時
、
監
督
を
退
き
、
活
躍
し

た
女
子
駅
伝
部
は
低
迷
し
た
が
、
17
年
に
大
塚
氏
が
復
帰
。
再
び
、「
全
国
の
常
連
」
を
狙
う
。

あ
る
。
小
山
氏
は
早
稲
田
大
学
卒
業
。
北
海
道
で

教
職
に
就
い
た
後
、
00
年
に
札
幌
の
運
営
会
社
で
あ

る
㈱
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
チ
ー
ム
統
括
部

長
、
04
年
に
は
現
在
の
横
浜
Ｆ
Ｍ
を
運
営
す
る
横
浜

マ
リ
ノ
ス
㈱
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
歴
任
。

08
年
に
日
本
代
表
チ
ー
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就

任
、
岡
田
武
史
監
督
を
支
え
、
10
年
Ｗ
杯
南
ア
フ
リ

カ
大
会
で
の
ベス
ト
16
進
出
に
貢
献
し
た
。

　

12
年
に
は
、「PRIN

CE T
A

K
A

M
A

D
O

 M
E

M
O

RIA
L SPO

RT
S PA

RK

」（
高
円
宮
殿
下
記

念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）
が
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成
し

た
。
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
、
川
淵
三
郎
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
名
誉
会
長
ら
を
招
い
て
サ
ッ
カ
ー
場
の
完
成

式
典
を
行
っ
た
。
故
・
高
円
宮
殿
下
の
名
前
を
冠
し

た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
全
国
初
。
完
成
し
た
サ
ッ
カ
ー

場
は
正
門
前
の
敷
地
約
３
万
３
千
平
方
㍍
に
、
約

１
万
７
５
０
平
方
㍍
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
、
延
べ
床
面
積

約
４
５
０
平
方
㍍
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
女
子
駅
伝
部
の
歴
代
選
手
の
中
か
ら
、
大
塚
監
督
に
「
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
」
を
選
ん

で
も
ら
っ
た
。

歴
代
選
手
に
よ
る「
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
」	

 

１
区　

小
倉　

久
美
（
四
国
電
力
）

 

２
区　

阿
部
有
香
里
（
し
ま
む
ら　
２
０
１
２
年
国
際
人
文
学
部
）

 

３
区　

中
村　

萌
乃
（
ユニ
バ
ー
サ
ル
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）

 

４
区　

高
橋　

千
都
（
教
員
）

 

５
区　

加
藤
友
里
恵
（
２
０
０
９
年
福
祉
総
合
学
部
）

 

６
区　

会
津　

恭
子
（
四
国
電
力
）

（　）内は現所属、卒業年など
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高
円
宮
殿
下
の
三
女
、
絢
子
さ
ん
が
福
祉
総
合
学
部
で
学
ぶ
一
方
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
務
め
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
と
高
円
宮
家
の
ご
縁
と
と
も
に
高
円
宮
殿
下
の
ご
遺
徳
を
国
際
大
学
で

継
承
す
べ
く
、
高
円
宮
殿
下
の
名
前
を
冠
す
る
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
が
誕
生
し
た
。

　

強
化
２
年
目
、
千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
２
部
リ
ー
グ
全
勝
優
勝
。
翌
年
よ
り
１
部
に
昇
格
し
、

総
理
大
臣
杯
に
つ
な
が
る
千
葉
県
の
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
結
果
も
安
定
し
て
き
た
。

　

17
年
３
月
、
小
山
監
督
の
後
任
に
福
井
哲
氏
が
就
任
し
た
。
福
井
氏
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
技
術
委
員
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
コ
ー
チ
な
ど
を
歴
任
。
前
職
の
Ｆ
Ｃ
東
京
で
は
、
育
成
部
長

な
ど
を
つ
と
め
、
選
手
、
コ
ー
チ
の
育
成
に
手
腕
を
発
揮
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ｓ
級
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
つ
。
サ
ッ
カ
ー
の
卓
越
し
た
理
論
家
で
あ
る
。

　

福
井
監
督
率
い
る
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
員
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
含
）
は
現
在
約
70
人
。
目
標
は
、
関

東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
への
昇
格
だ
。
千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
、
そ
の
後
の

関
東
大
会
で
２
位
以
内
に
入
れ
ば
、
自
動
昇
格
と
な
る
。

　

17
年
春
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
欧
州
遠
征
を
行
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
を
拠
点
に
ベル
ギ
ー
を
回
り
、
欧

州
の
ア
マ
チ
ュア
の
ト
ッ
プ
レ
ベル
の
チ
ー
ム
と
親
善
試
合
を
行
っ
た
。
選
手
23
人
と
ス
タ
ッフ
３
人
が

参
加
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
計
５
試
合
、
ベル
ギ
ー
で
１
試
合
を
こ
な
し
た
。

　

全
員
、
ユニフ
ォ
ー
ム
か
ら
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
姿
に
着
替
え
て
ロッ
テ
ル
ダ
ム
市
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の

市
長
を
表
敬
訪
問
。
川
尻
龍
司
選
手
が
、
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
で
、
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
。
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
内
容
を
織
り
込
ん
だ
即
興
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
市
長
ら
も
感
心
し

て
い
た
と
い
う
。

　

19
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
、
コ
ー
チ
に
元
日
本
代

表
で
ジ
ェフ
や
ジ
ュ
ビ
ロ
で
活
躍
し
た
茶
野
隆
行

氏
、
ス
ペ
イ
ン
に
サ
ッ
カ
ー
留
学
し
て
い
た
今
井

謙
太
郎
氏
、
早
瀬
良
平
氏
が
加
わ
り
、
Ｇ
Ｋ

コ
ー
チ
の
岸
川
義
隆
氏
と
と
も
に
、
いっ
そ
う

の
チ
ー
ム
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

プ
ロ
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生

　

城
西
国
際
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
卒
業
生
が
Ｊ
リ
ー
グ
な
ど
へ
は
ば
た
い
て
い
る
。

　

徳
元
悠
平
選
手
が
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
Ｆ
Ｃ
琉
球
に
18
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
加
入
。
16
年
シ
ー
ズ
ン
に
ジ

ェフ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
に
加
入
し
た
大
野
哲ち

ょ
る

煥ふ
ぁ
ん

選
手
、
17
年
シ
ー
ズ
ン
に
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

（
19
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
）
に
加
入
し
た
加
藤
潤
也
選
手
に
続
き
、
３
年
連
続

　

城
西
国
際
大
学
の
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
創
部

は
２
０
０
３
年
。
城
西
大
学
の
硬
式
野
球
部
監
督

だ
っ
た
原
田
勝
美
氏
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
硬
式
野
球
部

の
総
監
督
を
兼
ね
て
お
り
、
水
田
記
念
球
場
で
も

指
導
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
じ
球
場
で
練
習

が
で
き
る
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
創
部
し
た
。
原

田
氏
は
03
年
か
ら
05
年
ま
で
監
督
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
あ
と
を
職
員
の
田
邉
敏
広
さ
ん
に
任
せ
た
。

　

田
邉
さ
ん
は
、
城
西
大
学
の
硬
式
野
球
部
出
身

で
、
当
時
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
な
く
主
務
と
し
て

原
田
監
督
の
指
導
体
制
を
支
え
て
き
た
。
04
年
に

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
職
員
と
な
っ
た
が
、
創
設
間
も
な
い
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
部
員
が
４
名
し
か
お
ら
ず
、

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
ア
メ
フ
ト
部
）
が
創
設
さ
れ
た
の

も
開
学
直
後
で
あ
る
。
観
光
学
部
の
内
山
達
也
・
准
教
授
は
そ
の

創
設
に
加
わ
っ
た
。
内
山
さ
ん
は「『
な
に
か
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
』と
思
っ
て
い
た
ら
、友
達
が『
ア

メ
フ
ト
を
や
り
た
い
』
と
い
う
の
で
10
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、練
習
を
始
め
た
」
と
言
う
。
週
４
日
、

放
課
後
に
２
時
間
ほ
ど
の
練
習
。

　

翌
年
、
１
期
生
10
名
の
メ
ン
バ
ー
に
２
期
生
12
名
が
加
わ
り
、
運
動
部
ら
し
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
当
時
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
な
く
、
学
生
課
に
お
願
い
し
グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
し
た
校
舎
の
電

気
を
全
て
点
け
さ
せ
て
も
ら
い
、そ
の
光
を
頼
り
に
練
習
を
し
た
。ボ
ー
ル
を
使
っ
た
練
習
は
、「
明

る
い
朝
」
に
済
ま
せ
、
薄
暗
い
放
課
後
か
ら
夕
方
ま
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
「
ボ
ー
ル
無
し
」
の

練
習
に
明
け
暮
れ
た
。
指
導
者
も
お
ら
ず
、
グ
ラ
ン
ド
も
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
と
一
緒
だ
っ
た
。

　

防
具
だ
け
を
携
え
て
千
葉
県
内
の
社
会
人
チ
ー
ム
の
練
習
に
、予
告・約
束
な
く
「
飛
び
入
り
」

で
参
加
す
る
部
員
も
出
て
き
た
。
２
期
生
の
松
平
康
秀
・
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
教
学
事
務
室

事
務
長
で
あ
る
。
こ
れ
が
縁
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
千
葉
商
大
の
Ｏ
Ｂ
が
週
末
に
な
る
と

指
導
に
来
た
。
江
戸
川
の
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
江
戸
川
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
練
習
し
、

近
隣
の
大
学
と
練
習
試
合
を
行
い
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
園
祭
の
際
、
明
治
大
学
の
同
好
会
と

試
合
を
や
っ
た
と
い
う
。
１
９
９
７
年
に
は
関
東
同
好
会
リ
ー
グ
に
加
盟
し
た
。

　

ア
メ
フ
ト
部
の
悩
み
は
、慢
性
的
と
も
い
え
る
部
員
不
足
だ
っ
た
。
95
年
〜
97
年
ご
ろ
が
部
員

の
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
を
輩
出
し
た
。

　

そ
の
他
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
や
ド
イ
ツ
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
な
ど
海
外
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
も
卒
業
生
が

活
躍
し
て
い
る
。

 

川
淵
三
郎
杯 

城
西
国
際
大
学
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
「
川
淵
三
郎
杯 

城
西
国
際
大
学
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
は
、
毎
年
２
月
に
東
金
キ
ャ
ン
パス 

高

円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
る
。
19
年
で
６
回
を
迎
え
、
す
っ
か
り
地
元
に
定

着
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
と
交
流
を
図
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
・
発
展
に
努
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
山
武
郡
市
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

集
い
、
川
淵
三
郎
杯
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

ロッテルダムで市長を表敬訪問した福井
監督（中央）と選手達＝2017 年３月

大
会
に
参
加
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
公
式
戦
に
出
場
す

る
た
め
、
部
員
の
確
保
に
全
国
を
奔
走
し
た
。

　

08
年
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
が
４
年
生
に
な
っ
た

時
に
、
関
東
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
て
、

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
を
果
た
す

ま
で
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
入
試
課
の
職
員
と
し
て
監
督
と
し
て
の「
二
役
」を

こ
な
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
ん
な
折
、07
年
、
高
橋
光
平

さ
ん
が
経
営
情
報
学
部
の
教
員
と
な
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
高

校
の
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
名
門
で
あ
る
新
島
学
園
を
卒
業
し

た
が
、
自
身
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
は
縁
が
な
く
、
大
学
時
代
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
得
意
と
し
た
。

そ
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
教
員
に
な
っ
た
翌
年
か
ら
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
を
任
さ
れ
た
。
田
邉

さ
ん
は
コ
ー
チ
と
し
て
支
え
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
人
三
脚
で
の
歩
み
で
、
学
内
外
に
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
16
年
の
全
日
本

大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
８
年
ぶ
り
２
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

初
戦
で
敗
退
し
、
残
念
な
が
ら
全
国
大
会
で
は
勝
利
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
水
田
記
念
球
場
で
練
習
し
て
い
た
が
、
東
金
キ
ャ
ン
パス
内
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
人
工
芝
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
整
備
さ
れ
、
本
拠
地
を
こ
こ
に
移
し
、「
全
日
本
」
を
狙
う
。

　

19
年
８
月
、
関
東
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
代
表
と
し
て
、
台
湾
で
行
わ
れ
る
国
際
親
善
大

会
に
出
場
し
た
。
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
上
海
・
台
北
市
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。 第 18回関東学生女子ソフトボール秋季リーグ戦 II 部で優勝＝2018 年 10月

全
日
本　

 

出
場
２
回

大　

学

選
手
権

千葉県大学女子ソフトボール選手権で３年ぶり６度目の優
勝＝2019 年４月

数
25
人
前
後
と
ピ
ー

ク
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
を
卒
業
し

て
か
ら
そ
の
ま
ま
修
士・

博
士
課
程（
比
較
文
化

課
程
）に
進
ん
だ
内
山
さ

ん
は
研
究
生
活
の
一
方

で
、
部
員
減
少
な
ど
で

運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か

な
く
な
っ
た
ア
メ
フ
ト
部

の
立
て
直
し
に
協
力
。

院
生
時
代
に
コ
ー
チ
を

引
き
受
け
、週
に
3
回
ほ
ど
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
後
輩

を
指
導
し
た
と
い
う
。

　
「
体
格
の
良
い
学
生
を
見
る
と
後
を
追
い
か
け
て
は
、

入
部
勧
誘
し
た
」
と
い
う
部
員
た
ち
の
努
力
も
か
な

わ
ず
、
２
０
０
３
年
に
ア
メ
フ
ト
部
は
部
員
減
少
で
存

続
不
能
と
な
っ
た
。

部
員
不
足
に
悩
み
な
が
ら
活
動

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

前編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の
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Ｊ
Ｉ
Ｕ
開
学
10
周
年
の
２
０
０
２
年
に
空
手
道
部
は
、
関
東
学
生
空
手

道
連
盟
（
２
部
）
に
加
盟
し
活
動
を
開
始
し
た
。
流
派
、
会
派
の
経
験
に

と
ら
わ
れ
ず
、「
空
手
道
の
歴
史
、技
術
、文
化
」
を
探
求
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
た
が
、国
際
千ち

唐と
う

流り
ゅ
う

空
手
道
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
。創
部
以
来
、

経
営
情
報
学
部
教
授
の
七
井
誠
一郎
先
生
が
指
導
。
七
井
先
生
は
千
唐
流

四
段
・
師
範
・
国
際
千
唐
流
空
手
道
連
盟
議
長
だ
。

　

国
内
大
会
だ
け
で
は
な
く
、

07
年
８
月
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー・ベ
ル

ゲ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回

千
唐
流
宗
家
杯
国
際
空
手
道

選
手
権
大
会
に
選
手
を
派
遣
。

小
川
資
弘
選
手
が
、
カ
ナ
ダ
選

手
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
手
と
の

激
闘
の
末
、
個
人
有
級
組
手
の

部
、形
の
部
で
準
優
勝
に
輝
い

た
。
ま
た
、
13
年
８
月
に
香
港

城西国際大学 広報課
koho@j i u . ac . j p
0475-55-7059

窓　口

電　話
メール

校
の
東
西
大
学（
韓
国・釜
山
市
）に
も
遠
征
試
合
を
行
わ
れ
、国
際
大
学
に
相
応
し
い
活
動
が
行

わ
れ
た
。

　

剣
道
部
の
「
転
機
」
に
な
っ
た
の
は
、
開
学
10
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）。

女
子
剣
道
部
の
強
化
を
開
始
し
、
こ
れ
が
実
り
、
07
年
に
全
日
本
女
子
学
生
優
勝
大
会
（
団

体
戦
）
に
初
出
場
し
た
の
を
皮
切
り
に
６
年
連
続
出
場
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
算
８
度
の
出
場
を

果
た
し
て
い
る
。
男
子
は
全
国
大
会
の
団
体
戦
に
出
場
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
個
人
戦

で
は
４
人
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

 

水
田
三
喜
男
旗
争
奪
選
抜
高
等
学
校
剣
道
大
会

　

毎
年
２
月
初
旬
に
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
「
水
田
三

喜
男
旗
争
奪
選
抜
高
等
学
校
剣
道
大
会
」
が
始
ま
っ
た
の
も
開
学
10
周
年
を
記
念
し
て
。
創

立
者
が
志
し
た
文
武
両
道
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
心
身
の
優
れ
た
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
行
わ

れ
て
い
る
。
１
回
目
は
、
運
営
上
の
制
約
か
ら
関
東
の
高
校
に
絞
り
、
男
女
24
チ
ー
ム
ず
つ
を
招

待
し
た
。
そ
の
後
は
、
全
国
の
剣
道
の
強
豪
校
を
中
心
に
招
待
状
を
送
り
、
２
０
１
９
年
の
18

回
大
会
で
は
男
子
58
チ
ー
ム
、
女
子
48
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

韓
国
選
抜
（
男
子
）
チ
ー
ム
は
、
第
２
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
韓
国
で
は
、
本
大
会
へ

の
選
手
選
考
会
を
行
い
、
上
位
の
選
手
を
集
め
本
大
会
に
挑
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の

水
田
旗
争
奪
高
校
剣
道
大
会
」
は
、
韓
国
の
高
校
生
剣
士
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
、
本
大
会
選

考
会
への
出
場
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
い
ま
ま
で
の
出
場
者
の
中
か
ら
世
界
大
会
出
場
者
も

出
る
な
ど
選
抜
チ
ー
ム
の
レ
ベル
は
高
い
。

　

男
子
・
女
子
の
剣
道
部
も
開
学
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
城

西
国
際
大
学
開
学
設
置
準
備
室
」
に
勤
務
し
て
い
た
今
井
英
雄
さ
ん

（
現
在
・
広
報
課
長
）
が
、
入
試
課
に
配
属
さ
れ
る
と
と
も
に
監
督

に
就
任
。
今
井
さ
ん
は
、姉
妹
大
学
の
城
西
大
学
の
剣
道
部
で
活
躍
。

４
年
生
の
時
に
は
、
個
人
戦
に
お
い
て
城
西
大
学
で
初
め
て
全
国
大
会
に
出
場
し
ベ

ス
ト
16
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
当
時
、
理
事
長
だ
っ
た
創
立
者
の
水
田
三
喜
男
先
生

か
ら
「
一
つ
の
こ
と
を
や
り
抜
く
こ
と
は
大

変
な
こ
と
だ
。
し
っ
か
り
続
け
る
こ
と
こ
そ

大
切
だ
」
と
激
励
さ
れ
た
。
今
井
監
督
は
、

こ
の
言
葉
を
心
に
刻
み
、
約
40
年
間
、
自
ら

の
剣
道
修
行
の
継
続
と
学
生
指
導
の
糧
と
し

て
一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活
、
剣
道
指
導
を

し
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

１
期
生
は
、地
元
高
校
出
身
の
男
子
１
人
、

女
子
１
人
の
僅
か
２
名
が
入
部
し
活
動
。
２

期
生
は
県
外
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
入
部
す

る
な
ど
部
活
動
ら
し
い
活
気
の
あ
る
稽
古
が

始
ま
っ
た
。
稽
古
場
と
な
っ
た
旧
体
育
館
は

狭
く
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球
部
な
ど
各

運
動
部
と
ス
ペ
ー
ス
を
８
分
割
し
て
、
周
り
の

ク
ラ
ブ
に
気
を
遣
い
な
が
ら
の
稽
古
だ
っ
た
と

い
う
。
全
員
が
高
校
時
代
に
剣
道
経
験
者

で
防
具
類
は
、
個
人
調
達
で
、
毎
日
の
稽
古

は
２
時
間
ほ
ど
。
１
９
９
４
年
に
は
30
名
ほ

ど
の
部
員
数
と
な
り
、
稽
古
も
毎
日
行
わ
れ

て
い
る
と
の
評
価
を
受
け
、
念
願
の
関
東
学

生
剣
道
連
盟
に
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。

　

96
年
、Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
提
携
校
で
あ
る
淡
江
大

学（
台
湾
）か
ら
城
西
大
学
と
も
に
招
待
さ

れ
、台
湾
の
15
大
学
を
交
え
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

（
男
子
団
体
）を
行
い
、準
優
勝
。城
西
大
学

が
優
勝
し
た
。98
年
に
は
同
じ
よ
う
に
、提
携

全国大会６年連続出場など果たす

　米国ジョージア州のアトランタにあるＪＩＵの海外
提携校であるスペルマンカレッジから研修に来た
留学生が剣道を体験している。指導は、剣道部員
が行い、剣道着・袴の装置▶︎正座の仕方▶礼の
仕方から、足の裁き（すり足）▶打突部位（面・小
手・胴）への打ち方――を指導する。実際に剣道
部員に防具を着けさせ打たせる。最後に礼をして
終わる。
　約90分間。剣道体験は大変好評らしく、スペル
マンカレッジのサマースクール開設から毎年行っ
ている。

留学生の剣道体験

　東金キャンパスの「ＪＩＵフェスティバル」で、剣道
部は開催式で創作剣舞「風林火山」を披露してい
る。日本舞踊飛鳥流三代目家元から手ほどきを受
け始めたのは９月からで、週に１回、40分程度。学
生たちは授業があるため全員が揃って手ほどきを
受けることはないが、先生からの教えを剣道の稽
古後や早朝に集まり、欠席者に教えることを本番
直前までつなげる。２０１８年11月、迎えた本番で
は、男子、女子部員が約４分間、出陣を描く「風林
火山」を力強く演じた。

大学祭のオープンセレモニー
で今年も演武（剣舞）を披露

国際大会での優勝・準優勝者など
多彩な人材を輩出

で
行
わ
れ
た
第
11
回
千
唐
流
宗
家
杯
国
際
空
手
道
大
会
で
は
、
成
年
男
子
形（
級
）で
渡
辺
大
貴

（
経
営
情
報
学
部
３
年
、
新
潟
第
一
高
校
出
身
）が
優
勝
、
成
人
男
子
組
手
75
㌔（
級
）で
も
３

位
に
入
っ
た
。

　

現
在
、
空
手
道
部
は
国
際
人
文
学
部
、
福
祉
総
合
学
部
理
学
療
法
学
科
、
経
営
情
報
学
部

の
学
生
た
ち
が
部
員
と
し
て
活
躍
。
こ
こ
10
年
近
く
に
わ
た
り
大
学
祭
で
は
ケ
バ
ブ
店
を
模
擬

店
と
し
て
出
店
し
て
お
り
、
大
変
な
人
気
を
集
め
て
い
る
。
大
学
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
の
が
部
の
方
針
。
ま
た
、
空
手
道
部
出
身
の
卒
業
生
た
ち
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
作
り
た
い
と
脱
サ
ラ
し
て
「
子
供
た
ち
の
未
来
農
園
」
と
い
う
農
園
を

作
っ
た
▼
救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
り
救
急
隊
員
と
し
て
活
躍
・
卒
業
後
の
ア
メ
リ
カ
大
学
院
留

学
中
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
に
出
会
い
都
内
で
柔
術
道
場
を
開
い
て
い
る
▼
都
内
で
小
学
校
教
員

を
し
な
が
ら
地
域
の
空
手
道
場
の
師
範
と
し
て
活
躍
―
―
と
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

創
立
30
周
年
誌
に
向
け
て
、昔
の
Ｊ
Ｉ

Ｕ
の
様
子
が
撮
影
さ
れ
た
皆
さ
ま
御
所

蔵
の
写
真
を
お
貸
し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。運
動
部
、文
化
部
、海
外
連

携
、地
域
連
携
、父
母
後

援
会
、セ
ミ
ナ
ー・講
演
、大

学
院・研
究
な
ど
、こ
れ
ま

で
Ｊ
Ｉ
Ｕ
が
歩
ん
で
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
、本
誌

『
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』で

も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、と
い
う
も
の
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
下

記
ま
で
ご
一
報
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

御所蔵の写真をお貸しください

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動運運

動運動
歩
み

の

前編

Ｊ
Ｉ
Ｕ
往
来運動部歩
み

の




